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超伝導量子コンピュータを光ネットワーク

接続して大規模化するには、超伝導量子ビット

と相互作用するマイクロ波光子を、室温で量子

性を維持する通信用光子に量子変換する量子

インターフェースが必要である[1]。この量子

変換を担う量子メモリとして、ダイヤモンド色

中心に着目している。 

ダイヤモンド上に成膜した AlN 圧電材料で

マイクロ波から変換した機械波(音波)を共振

器で増幅することで、機械波と色中心の相互作

用を増強することができる。熱雑音エラーを

0.4%以下とするには、マイクロ波および機械

波の周波数を 5 GHz以上とする必要がある。 

今回我々は、AlN/ダイヤモンドヘテロ構造を

もつ共振周波数 5.1 GHzの表面弾性波（SAW）

共振器を作製し、マイクロ波から変換した機械

波とダイヤモンド中の負電荷窒素空孔中心(以

下、NV中心)との相互作用を低温（5K）におい

て観測した。5.1 GHzのマイクロ波を印加しな

がら NV 中心を光学励起すると、5.1GHz の離

調をもつサイドバンド励起発光が得られた

(Fig. 1)。本講演ではこの実験結果について詳細

な議論を行う。 
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Fig. 1 Photoluminescence excitation spectrum 

driven by both the optical and mechanical 

waves. The frequency of mechanical waves is 

5.1 GHz. 
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